
あさか会

第三号第一様式（第二十七条第四項関係）

（単位：円）

当年度末 前年度末 増減 当年度末 前年度末 増減

流動資産 76,127,488 72,824,805 3,302,683 流動負債 58,288,174 79,205,705 -20,917,531

　現金預金 42,018,711 37,053,172 4,965,539 　短期運営資金借入金 25,000,000 -25,000,000

　有価証券 0 　事業未払金 0

　事業未収金 0 　その他の未払金 33,900,000 33,900,000

　未収金 33,900,000 35,600,000 -1,700,000 　支払手形 0

　立替金 51,414 63,681 -12,267 　役員等短期借入金 0

　前払金 35,093 35,093 　１年以内返済予定設備資金借入金 24,127,000 18,340,000 5,787,000

　前払費用 0 　１年以内返済予定長期運営資金借入金 0

　１年以内回収予定長期貸付金 0 　１年以内返済予定リース債務 0

　短期貸付金 0 　１年以内返済予定役員等長期借入金 0

　仮払金 0 　１年以内支払予定長期未払金 0

　その他の流動資産 122,270 107,952 14,318 　未払費用 35,600,000 -35,600,000

　徴収不能引当金 0 　預り金 261,174 265,705 -4,531

　職員預り金 0

　前受金 0

　前受収益 0

　仮受金 0

　賞与引当金 0

　その他の流動負債 0

固定資産 922,718,991 846,473,848 76,245,143 固定負債 179,404,097 120,562,733 58,841,364

基本財産 615,574,398 610,243,205 5,331,193 　設備資金借入金 160,866,000 102,580,000 58,286,000

　土地 175,421,233 175,421,233 0 　長期運営資金借入金 0

　建物 394,143,165 388,811,972 5,331,193 　リース債務 0

　定期預金 46,000,000 46,000,000 0 　役員等長期借入金 0

　投資有価証券 10,000 10,000 0 　退職給付引当金 18,538,097 17,982,733 555,364

その他の固定資産 307,144,593 236,230,643 70,913,950 　長期未払金 0

　土地 62,103,441 50,383,941 11,719,500 　長期預り金 0

　建物 212,430,749 172,345,729 40,085,020 　その他の固定負債 0

　構築物 13,588,228 7,291,528 6,296,700 負債の部合計 237,692,271 199,768,438 37,923,833

　機械及び装置 1,500,240 3,436,440 -1,936,200

　車輌運搬具 47,623,893 46,553,583 1,070,310 基本金 151,545,933 151,545,933 0

　器具及び備品 80,945,975 78,904,285 2,041,690 国庫補助金等特別積立金 227,113,635 215,902,504 11,211,131

　建設仮勘定 12,312,000 -12,312,000 その他の積立金 29,189,041 38,795,641 -9,606,600

　有形リース資産 0 次期繰越活動増減差額 353,305,599 352,081,778 1,223,821

　権利 228,480 228,480 0 （うち当期活動増減差額） 0

　ソフトウェア 1,000,000 1,000,000

　無形リース資産 0

　投資有価証券 0

　長期貸付金 0

　退職給付引当資産 18,343,200 17,406,120 937,080

　長期預り金積立資産 0

　差入保証金 1,200,000 1,200,000 0

　長期前払費用 300,000 400,000 -100,000

　その他の固定資産 -132,119,613 -154,231,463 22,111,850 純資産の部合計 761,154,208 758,325,856 2,828,352

資産の部合計 998,846,479 919,298,653 79,547,826 負債及び純資産の部合計 998,846,479 958,094,294 40,752,185
※本様式は、勘定科目の大区分及び中区分を記載するが、必要のない中区分の勘定科目は省略することができる。

※勘定科目の中区分についてはやむを得ない場合、適当な科目を追加できるものとする。
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